
2025年5月に「倫理の空白」シリーズの最新作、研究倫理教育映像教材「倫理の空白Ⅳ」を公開しました。
本映像教材では、「疑わしい研究行為(QRP)」をテーマとして、研究データの取扱い、研究室主宰者（PI）
と学生のコミュニケーションなどの課題について、人文・社会科学編と自然科学編の２編を制作しています。
どの研究現場でも起こりうる課題をドラマを通じて疑似体験することで、研究に従事する人物のそれぞれの
立場を理解しながら研究倫理を学習できる教材となっています。
本セミナーでは、映像教材の制作監修・協力の先生方から、本映像教材のねらいや「疑わしい研究行為」、

研究現場でのデータ管理の重要性について解説していただき、自機関での研究倫理教育や公正な研究活動の
実践につなげていただくことを目的としています。映像教材に興味をお持ちの方、これから映像教材を活用
してみたいと思われている方など、皆様のご参加をお待ちしています。

※研究倫理教育映像教材「倫理の空白」
https://www.jst.go.jp/kousei_p/measuretutorial/mt_movie.html

講師（映像教材の監修・協力者）開催概要

参加
申込

QR

「研究公正ポータルサイト」よりお申込ください。
https://www.jst.go.jp/kousei_p/eventreport/jst_ws.html
申込締切 202５年６月２３日（月）正午
先着順とし、定員に達し次第、申込終了とさせていただきます。

令和７年度 JST研究公正セミナー

プログラム

13:00～14:４5（映像教材上映11：45～）

◆開催日時

2025年 ６月26日（木）

◆定員 100名程度 参加費無料

◆対象者
 研究現場における公正な研究活動に

関心のある研究者の方
 大学・研究機関等で研究公正活動や

研究倫理教育を推進・担当する方
 研究室を主宰等する研究者の方
 研究公正活動に関心のある方

１３：００ イントロダクション
１３：１５ 解説（各20分×３名）
１４：１５ 質疑応答
１４：４５ 終了 [予定]

慶応義塾大学 平石 界 教授
～人文・社会科学編の映像のねらい・解説 等

京都薬科大学 田中 智之 教授
～自然科学編の映像のねらい・解説 等

国際医療福祉大学 飯室 聡 教授
～研究データ管理の重要性 等

オンライン開催

ZOOM

～新作！映像教材「倫理の空白IV」の紹介と解説～


